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成果の概要／初鳥匡成 

 

 

本国際会議では 2 年に一度アジア・欧米各国の全世界から希薄気体力学・分子気体力学

に関わる研究者が集まり議論が行われる．オーガナイズドセッションは，"Boltzmann and 

Related Equations"，"Gas-Surface Interactions"，"High-speed Flows"，"Moment Methods"，

"Electric Propulsion Simulation"，"Micro- and Nanoscale Flows"，"CFD for Rarefied Flows"

等多岐にわたる．口頭発表 183 件（Plenary Talk 4 件を含む）とポスター発表 49 件が行わ

れた．口頭・ポスター発表ともに議論は総じて活発であった．休憩のコーヒーブレイクの

時間にも海外研究者とディスカッションすることができ，対面での国際会議の良さを改め

て感じた次第である． 

私は，"Numerical analysis of a gas flow in a square cavity driven by spanwise lid motion on 

the basis of kinetic theory: Behavior of the gas near a sharp corner"という題目で正方キャビ

ティ内の気体流の運動論に基づく数値解析に関する口頭発表を行った． 

キャビティ壁との接触線に平行な方向（長手方向）の

フタの運動により正方キャビティ内に誘起される気体流

を考える．これを運動論方程式に基づいて数値的に調べ

た．ここで考える系に通常の巨視的な流体力学の枠組み

（Stokes 方程式とすべりなし境界条件）を適用すると，

いわゆるカド部特異性として知られるフタとキャビティ

壁の間のカドにおいて流速の値が多価になったりせん断

応力がカドからの距離に関して反比例しながら発散する

という問題が生じる．本研究では，通常の流体力学的な

状況に近いパラメータ領域に対する運動論による詳しい

数値結果をもとに，カド部近傍の気体の振舞いを考察し

た．カド近傍ではかなりのすべりが生じて流速のとる値

の範囲は Stokes 解の場合に比べて限られるものの，流速

場の値はカドにおいてやはり多価であることが示された．カドからの距離に反比例しての

せん断応力の大きさの増大はカドから十分離れた位置から平均自由行程の定数倍程度の距

離までカドへせまった位置にわたって生じる．それよりもカドに近接する位置では増大が

抑制され応力の大きさは有界にとどまる．したがって，フタまたはキャビティ壁にはたら

く合力も有限であることが例証できた．無次元化合力は，クヌーセン数 Kn の小さい範囲

において，カドの影響が強くないフタの向かい側のキャビティ壁では Stokes 解と同じく 

Kn に比例する一方で，カドの影響を強くうけた上述の応力の振舞いに起因して，フタおよ

びそれに接触するキャビティ壁に対しては Kn ln Kn と異なったレートで変化することを数

値的に示した． 

問題の模式図．一定温度の正

方形断面の溝に気体が入って

いる．フタが紙面奥行き方向

にスライドすることで気体が

ずられて流れが生じる． 


